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ロ ー タ リ ー 理 解 推 進 月 間

〝日も風も星も〟

会　長　住 川 誠 一点 鐘

ソングリーダー　野 田 和 正唱 和

会　長　住 川 誠 一会 長 挨 拶

皆さんこんにちは。

今日は奈良より薬師寺管主、

山田法胤師にお越しいただい

ております。ようこそおいでい

ただきました。山田様には、後

ほど卓話を頂くことになって

おります。よろしくお願いいたします。

明日20日は大寒ですが、いかがお過ごしで

しょうか。寒の入りの小寒が６日でした。１月

６日から２月３日の節分までのおよそ30日間を

寒の内というようです。翌日４日は立春になり

ますが、いずれにしましても１年で一番寒い時

期かもしれません。又、歳時記によりますと、

寒に入って４日目を寒四郎、９日目を寒九と云

うそうでありまして、特に寒九の雨は豊年の兆

しといわれるそうですし、又、寒九の水は、薬

として特効があるといわれているようでありま

す。どうぞ風邪などひかれませんように十分に

ご自愛いただきたいと思います。光の春はもう

すぐそこまで来ております。

ここで本日卓話を頂きます、山田法胤様をご

紹介させていただきたいと思います。山田様は

岐阜県の本巣市、菊花石で有名な、旧根尾村の

ご出身で御座います。昭和31年、15歳で薬師寺

にお入りになり、今年で55年におなりだそうで

御座います。その間、執事長、副住職の要職を

歴任されまして、平成21年８月15日、薬師寺の

管主にご就任されました。又現在、喜光寺のご

住職も兼務されておられます。

ご自身、奈良ＲＣの会員でいらっしゃいまし

て、昨年は、国際ＲＣ2640地区（大阪南部と和

歌山県）の地区大会でご講演等、大変ご多用な

日々を送っていらっしゃいます。又、昨年、10

月９日、天皇陛下、皇后陛下の、薬師寺、行幸

啓の節は、ご案内役の大役をお務めになられま

した。今日はその辺の珍しいお話も伺えようか

と思っております。山田様のご紹介をもって会

長挨拶とさせていただきます。

橘は　実さえ花さえ　その葉さえ

　　　　　　枝に霜降れど　いや常葉の木　
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2011年１月19日　第１２９４回　例 会

司　会　　会場委員長　尾 関 正 美

次回のお知らせ　　　（２月２日）

第８回定例理事会（17:00 ～）

【 夜間例会（18:30 ～） 】
クラブ・フォーラム
　担当／会長、幹事

（1296回）

本日のお知らせ　　　（１月29日）

【26日の例会変更】

３クラブ合同新年例会
　ホスト／稲沢ＲＣ
　場　所／ウェスティンナゴヤキャッスル
　時　間／ 17：30 ～

（1295回）



－２－

第1294回（本日計）　　　　　 54,000円

本日迄の累計額　　　　　1,150,571円

山田法胤君　住川君のご縁で卓話をさせていた
だく喜びを少々。

住川君　山田様よくお出下さいました。よろし
くお願いします。

藤岡君　薬師寺管主、山田法胤猊下様をお迎え
して、息子のセンター試験が終わり！！

竹本君　本年もよろしくお願いします。
冨田君　薬師寺管主、山田法胤猊下様卓話謹ん
で拝聴させていただきます。

山下君　本年もよろしくお願いします。
片山君　第７回理事役員会欠席の詫び。
濱島君　山田法胤さまをお迎えした喜こび。
安藤君　奈良、薬師寺管主、山田法胤猊下を卓
話にお招きした喜こび。謹んで拝聴します。
合掌

瀧本君　薬師寺管主、山田法胤猊下をお迎えし
て。

沖野君　今年もよろしくお願致します。誕生日
のお礼。

中村君　山田薬師寺管主をお迎えして。

委員長　藤 岡 重 光ニコボックス

委員長　鈴 木 雅 貴出 席 報 告

会員数：33名 出席数：23名 出席率：76.60％

第1292回（前々回）　修正出席率：83.80％

〈メークアップ〉　第1292回分
中村君（分区運営）

今年の干支は辛卯歳ですが、
辛は“つらい”“苦しい”“辛い
耐え難い”といった意味があり
ます。卯の字は、門の戸扉が

開いている状態を表し、方位は真東に当たり、
午前六時の時を示しますので朝一番の光が入る
という歳になります。各家に良い光が入れば良
いが、辛いものでは困ります。
昨年は、奈良が平城遷都千三百年で、天皇陛

下、皇后陛下をお迎えし盛大な式典が挙行され
ました。天皇様は「古き文化や歴史を、二千年
にわたり語り継がれていることをうれしく思い
ます」とご挨拶されました。
正月に恒例の箱根駅伝マラソンを見ていてふ

と思ったのですが、どの走者も自分の区間は責
任を持って走りきり、次の走者にタスキをつな
ぐ、この走者たちが次々に伝える態度に、日本
の国の姿、そして未来の子孫に国を伝えること
に置き換え、これからの日本の国を、借金の無
い国にして伝えたいと思いました。
戦後の日本人が借金まみれにした国を子孫に

渡すのは忍びない。次の千年、二千年に文化や
歴史をつなぐためにも、今こそ国家や、他人に
頼ることなく責任を持って走る国民にならねば
と思ったことです。

卓 話

辛卯の新年を迎えて

〔経　歴〕

氏名　山田　法胤　［やまだ　ほういん］ 
生年　昭和15年12月５日 
出生  岐阜県本巣郡根尾村
入山  昭和31年１月７日 
経歴　昭和39年７月
　　　…厚生省慰霊団団員として、アッツ島他
　　　　戦跡各地巡拝 
    　昭和46年４月…薬師寺執事に就任 
    　平成２年９月…奈良喜光寺住職に就任
　　　平成10年８月…薬師寺執事長に就任  
    　平成21年８月…薬師寺管主に就任 
現職  法相宗大本山薬師寺　管主
　　　奈良喜光寺住職
著作　「薬師寺」（学生社刊）
　　　「仏陀の風景」（フジタ出版刊）
　　　「心やわらかに」共著（佼成出版刊）
　　　「生活に生きる佛教語」（善本社刊）
　　　「仏法はまるいこころの教えなり」
　　　　　　　　　　　　　  （善本社刊）

薬師寺管主　山田法胤師

≪報告事項≫
１．地区クラブ環境保全委員長会議の件
　　日　時／平成23年３月11日(金)
　　　　　　13：00～15：00
　　受　付／12：00～　
　　場　所／名古屋クレストンホテル９Ｆ
　　会　費／5,000円
　　出　席／檜吉環境保全委員長

幹　事　中 村 隆 文幹 事 報 告


